
⑤
重
症
心
身
障
害
者
の
通
所
施
設
「
朋
」
の
運
営
と
ま
ち
～
地
域
資
源
と
し
て
の
障
害
者
施
設

■
編
集
部

１
一
「
朋
」
建
設
ま
で
の
道
の
り

①
―
建
設
反
対
派
？

　
知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設
「
朋
」
に
、
開
設
当

初
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
か
か
わ
っ
て
十
四
年

に
な
る
湯
沢
さ
ん
は
、
建
設
当
時
、
反
対
運
動
の
あ

る
こ
と
を
新
聞
記
事
で
初
め
て
知
っ
た
。
地
域
住
民

と
し
て
は
、
反
対
し
た
覚
え
は
な
い
、
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
だ
っ
た
。

　
「
こ
こ
は
横
浜
市
の
高
台
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
高

級
住
宅
街
。
そ
う
い
う
住
宅
街
に
文
化
施
設
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
障
害
者
施
設
は
似
合
わ
な
い
」
と
い
う
く

だ
り
の
あ
る
地
元
自
治
会
長
名
の
反
対
の
申
し
入
れ

書
が
横
浜
市
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、
朋
の
建
設
計
画

が
地
元
に
伝
え
ら
れ
た
直
後
、
一
九
八
三
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
朋
の
施
設
長
の
日
浦
さ
ん
は
、
「
思
い

を
も
っ
た
当
事
者
」
と
し
て
市
役
所
と
と
も
に
地
元

説
明
会
へ
も
参
加
し
、
話
し
合
い
を
続
け
た
。
湯
沢

さ
ん
は
、
当
時
息
子
が
通
っ
て
い
た
小
学
校
で
、
日

浦
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
開
所
し
て
十
四
年
、
今
で
は
朋
は
す
っ
か
り
地
域

に
根
付
き
、
自
治
会
長
は
「
朋
が
あ
る
の
は
心
強
い

で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
の
高
齢
社
会
、
力
を
借
り
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

②
―
朋
と
は

　
朋
は
栄
区
桂
台
中
四
丁
目
に
在
る
。
根
岸
線
港
南

台
駅
か
ら
バ
ス
で
約
十
五
分
、
昭
和
四
十
年
代
後
半

に
開
発
さ
れ
た
大
手
分
譲
地
の
一
角
に
位
置
し
て
い

る
。
西
側
の
敷
地
に
は
桂
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
と
桂

台
地
域
活
動
ホ
ー
ム
が
、
東
の
敷
地
に
は
市
立
桂
台

保
育
園
が
隣
接
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
側
に
は
、
市

立
桂
台
中
学
校
が
、
バ
ス
通
り
を
隔
て
た
南
側
に
は

市
立
桂
台
小
学
校
が
あ
り
、
桂
台
公
園
等
公
共
施
設

の
集
積
地
で
あ
る
と
同
時
に
、
バ
ス
通
り
に
は
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
桂
台
店
な
ど
の
大
規
模
商
業
施
設

と
小
売
り
商
店
が
並
ん
で
い
る
。
び
っ
し
り
と
敷
き

詰
め
ら
れ
た
住
宅
地
の
中
心
部
に
あ
る
。
（
地
図
参

照
）
。

　
朋
は
、
十
五
歳
以
上
の
重
度
・
重
複
障
害
者
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
は
じ

め
て
の
重
度
・
重
複
障
害
者
の
通
所
施
設
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
通
所
者
は
立
位
は
困
難
で
、
車
椅
子
に

よ
り
移
動
し
、
現
在
四
十
九
人
の
利
用
者
の
う
ち
十

六
人
が
チ
ュ
ー
ブ
栄
養
で
あ
る
。

③
―
朋
の
誕
生
ま
で

　
朋
の
始
ま
り
は
、
一
九
七
二
年
、
南
区
中
村
小
学

校
の
一
角
に
設
置
さ
れ
た
重
度
・
重
複
障
害
児
の
た

め
の
「
訪
問
学
級
」
の
誕
生
に
遡
る
。
当
時
、
学
齢

期
の
「
重
度
・
重
複
障
害
児
」
い
わ
ゆ
る
「
重
症
心

身
障
害
児
」
が
通
え
る
学
校
や
施
設
は
な
く
就
学
は

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
人
を
対

象
に
、
一
般
小
学
校
の
中
に
プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
建
て

三
十
人
の
子
供
達
と
六
人
の
教
師
、
五
人
の
非
常
勤

講
師
の
体
制
で
「
訪
問
学
級
」
は
始
ま
っ
た
。
養
護

学
校
義
務
制
の
実
施
に
先
が
け
る
こ
と
七
年
前
で
あ

る
。
施
設
長
の
日
浦
さ
ん
は
、
こ
の
時
の
訪
問
学
級

の
指
導
講
師
で
あ
り
、
長
い
道
の
り
を
朋
と
歩
ん
で

き
た
人
で
あ
る
。

　
義
務
教
育
を
終
了
し
た
後
、
親
子
だ
け
で
家
庭
で

孤
立
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
親
と
教
師
た
ち
は
、
自

分
た
ち
で
地
域
作
業
所
の
建
設
を
す
る
。
し
か
し
、

独
力
で
の
運
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
時
、
市
の
障
害
福

祉
部
は
「
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
」
と
し
て
位
置
付

け
た
施
設
の
整
備
を
検
討
し
、
国
と
県
か
ら
の
認
可

を
受
け
た
。
市
は
単
独
の
運
営
費
補
助
制
度
を
設
け
、

土
地
の
無
償
貸
与
と
い
う
援
助
を
行
っ
た
。
建
設
費

は
、
法
人
認
可
を
受
け
た
「
朋
」
の
積
立
金
、
社
会

福
祉
・
医
療
事
業
団
か
ら
の
借
り
入
れ
、
国
と
県
と

市
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
た
。

　
「
重
度
・
重
複
障
害
児
」
が
、
年
齢
を
重
ね
、
成

長
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
親
と
教
師
た
ち
が
支
え
合

い
、
行
政
が
そ
れ
を
支
援
し
た
、
そ
の
結
実
が
「
朋
」

で
あ
る
。

２
一
地
域
を
紡
ぐ
～
地
域
の
中
の
磁
石
と
し
て

１
―
「
朋
」
建
設
ま
で
の
道
の
り

２
―
地
域
を
紡
ぐ
～
地
域
の
中
の
磁
石
と
し
て

３
―
都
心
の
障
害
者
施
設
～

図―朋の位置
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①
―
相
手
を
動
か
す
存
在
と
し
て
の
障
害
者

　
朋
の
人
た
ち
は
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
、
区
民
プ
ー
ル
で
の
水
遊
び
、

ボ
ー
リ
ン
グ
場
や
遠
く
は
東
京
の
六
本
木
ま
で
散
歩

に
で
か
け
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
の
観
賞
ま
で
こ
な

す
。
施
設
長
の
日
浦
さ
ん
は
、
「
朋
の
一
人
一
人
が

個
人
と
し
て
存
在
し
明
確
に
な
る
こ
と
、
皆
に
見
え

る
こ
と
」
を
運
営
の
基
本
に
置
い
て
い
る
。
「
一
人

一
人
の
社
会
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
や
っ
て
き

た
ら
、
一
見
重
い
障
害
の
人
が
、
相
手
を
動
か
す
存

在
だ
と
み
え
て
き
た
か
ら
だ
」
と
語
る
。

　
最
近
、
新
聞
に
紹
介
さ
れ
た
鉄
平
君
も
そ
の
一
人

で
あ
る
。
近
隣
の
中
学
の
生
徒
だ
っ
た
鉄
平
君
は
、

中
学
二
年
の
夏
休
み
、
他
の
中
学
生
に
誘
わ
れ
老
人

ホ
ー
ム
と
間
違
え
て
朋
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
き
た
。

茶
髪
に
ピ
ア
ス
と
い
う
今
風
少
年
の
鉄
平
君
が
、
朋

を
気
に
入
っ
た
の
は
、
「
僕
が
僕
で
い
ら
れ
る
場
」

だ
か
ら
。
ゆ
う
こ
さ
ん
は
最
重
度
の
障
害
者
だ
が
、

鉄
平
君
が
き
た
ら
「
わ
っ
」
と
声
を
出
し
、
に
こ
に

こ
笑
う
よ
う
に
な
っ
た
。
鉄
平
君
は
「
身
体
や
言
葉

が
不
自
由
で
も
、
新
入
り
の
自
分
を
気
遣
っ
て
く
れ

る
人
た
ち
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
人
を
外
見
だ
け
で
み
て

い
た
」
と
、
語
っ
て
い
る
。
今
は
高
校
生
の
鉄
平
君

が
「
や
ば
い
す
よ
ー
、
単
位
と
れ
そ
う
に
な
い
」
と

い
う
と
、
ゆ
う
こ
さ
ん
は
声
を
出
し
て
心
配
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
人
に
個
性
が
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
出
会
い
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
世
界
的
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
宮
川
さ
ん
も
、
吸
い
込

ま
れ
る
よ
う
に
聴
い
て
く
れ
た
朋
の
人
た
ち
に
、
鳥

肌
の
た
つ
よ
う
な
感
動
を
昧
わ
っ
た
、
と
い
う
。
多

く
の
訪
問
者
を
迎
え
て
い
る
土
曜
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

皆
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
企
画
を
し
よ
う
と
い
う
様
々

な
人
た
ち
の
提
案
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

②
―
ま
ち
と
の
交
流

　
近
所
の
小
・
中
学
校
と
の
年
一
回
の
交
流
会
は
、

欠
か
せ
な
い
行
事
で
あ
る
。
小
学
生
に
と
っ
て
は
六

回
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
三
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、

親
し
み
を
感
じ
始
め
、
職
員
や
メ
ン
バ
ー
を
個
人
名

で
覚
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

隣
の
中
学
の
卒
業
生
で
職
員
に
な
っ
た
人
も
い
る
。

　
車
椅
子
で
移
動
し
、
し
か
も
チ
ュ
ー
ブ
栄
養
で
、

一
時
間
に
何
度
も
痰
の
吸
引
が
必
要
な
人
も
多
い
朋

の
人
た
ち
を
外
に
連
れ
出
す
「
個
別
外
出
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
は
、
当
然
多
く
の
介
助
者
が
必
要
と
な
る
。

「
送
迎
、
介
助
、
作
業
、
洗
濯
、
掃
除
、
そ
の
他
」

年
間
延
べ
約
三
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関
わ
っ
て

い
る
。
朋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
と
ん
ど
は
、
徒
歩

圈
に
住
ん
で
お
り
、
買
い
物
や
銀
行
に
行
く
つ
い
で

に
、
週
一
回
か
ら
三
回
ほ
ど
気
楽
に
立
ち
寄
り
様
々

な
手
伝
い
を
し
て
い
く
。
朋
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

関
係
も
自
然
に
で
き
て
き
た
。

　
ま
ち
の
行
事
、
連
合
町
内
会
の
運
動
会
や
祭
に
は

一
町
内
会
員
と
し
て
必
ず
参
加
す
る
。
車
椅
子
の
輪

で
参
加
す
る
の
で
、
引
っ
越
し
て
き
た
人
は
ビ
ッ
ク

リ
す
る
が
、
散
歩
に
で
れ
ば
、
「
今
日
は
暑
い
ね
、

ど
こ
に
行
く
の
」
と
日
常
的
に
声
を
か
け
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
先
日
、
買
い
物
に
出
た
朋
の

人
が
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
で
発
作
を
起
こ
し
て
倒
れ

た
が
、
そ
の
時
は
、
近
所
の
人
が
心
配
し
て
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
、
と
い
う
。

　
平
成
十
年
度
事
業
実
績
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
実

習
・
研
修
の
受
け
入
れ
は
年
間
四
百
四
十
人
で
あ
る
。

地
元
企
業
の
フ
ァ
ン
ケ
ル
と
の
関
わ
り
も
濃
厚
だ
。

社
員
研
修
に
も
利
用
さ
れ
、
新
人
研
修
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
朋
と
は
毎
年
の
交
流
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
ケ
ル
の
池
森
社
長
は
「
人
を

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
③
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

大
事
に
す
る
の
は
企
業
も
同
じ
」
と
い
う
考
え
で
、

朋
と
は
親
密
な
友
だ
ち
関
係
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
朋
が
「
人
と
人
と
の
磁
石
と
な
っ
て
い
る
」
「
朋

が
ま
ち
を
つ
つ
ん
で
い
る
」
と
、
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
言
っ
て
い
る
。

３
一
都
心
の
障
害
者
施
設
～
地
域
資
源
と
し
て

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
朋
は
、
小
・
中
学
校
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
、
保
育
園
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

地
域
活
動
ホ
ー
ム
と
並
び
、
こ
の
住
宅
地
の
中
心
部

に
存
在
し
て
い
る
。
「
ま
ち
の
中
で
見
え
る
存
在
と

し
て
の
障
害
者
」
で
あ
る
こ
と
、
「
ま
ち
の
人
と
心

の
や
り
と
り
を
す
る
」
た
め
に
は
、
こ
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
極
め
て
大
き
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
ち
を

歩
い
て
い
る
と
、
車
椅
子
の
障
害
者
が
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
こ
の
ま
ち
は
、
日
常

的
に
障
害
者
に
な
じ
み
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
下
地

が
長
い
年
月
で
開
拓
さ
れ
て
き
て
い
る
。
湯
沢
さ
ん

は
、
こ
の
よ
う
な
障
害
者
施
設
は
、
郊
外
部
よ
り
便

利
な
都
心
が
い
い
、
と
い
う
。
郊
外
に
あ
れ
ば
、
わ

ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
が
、
都
心
に
あ
れ
ば
、

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
と
い
う
理

由
で
あ
る
。

　
都
市
の
中
の
障
害
者
施
設
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な

通
所
施
設
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
福
祉
局
と
し
て
明

確
な
方
針
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
施
設
の
運
営

の
あ
り
方
如
何
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
よ
り
豊
か
な
経
験
を
住
民

に
与
え
る
場
と
な
り
う
る
。
大
規
模
住
宅
地
の
「
中

心
市
街
地
」
の
施
設
と
し
て
存
在
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
合
意
形
成
の
土
壌
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
つ
資

源
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
朋
施
設
長
の
日
浦
美
智
江
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
湯
沢
淳
子
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に

作
成
し
ま
し
た
。

<
参
考
図
書
>
「
朋
は
み
ん
な
の
青
春
ス
テ
ー
ジ
」

ぶ
ど
う
社
刊

37●

一


	page1
	page2

